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西 田 禎 元

以前、『源氏物語』(以 下 『源語』 と略記)

に影を落 としている中国古代 の女性たちにっ
(1)

いて、少 しく述べる機会があ った。

その折 に紹介 した女性 は、漢 の高祖の寵妃

であった戚夫人と、漢の武帝の愛妃で あった

李夫人の二人であった。

本稿 では、美人と して名 高い王昭君(B.

C.33年 ごろ、漢 の元帝の宮女)と 、楊貴妃

(719～756年 、唐の玄宗帝 の寵妃)に 触 れ

てみたい。

この二 人は、西施(B.C.5世 紀 ごろ、

春秋時代の越 王句践の侍女)や 　蝉(192年

没、後漢時代の司徒王允の養女)と 並んで、
(2)

中国の四大美人に選ばれ ている。
(3)

西施や　蝉が半ば伝説上の人物であるのに

対 して、昭君 と貴妃は正史 にも名を連ねてい

る女性であ る。戚姫や李姫 同様、『源語』 の

作者 は、先ず歴史の ヒロイ ンたちに思いを馳

せた。

〔1〕 王 昭 君

王昭君の履歴は、『漢書』や 『後漢書』 に

記されている。

①寛寧元年春正月、旬奴呼韓邪単子来朝。

詔 日 「(中略)呼 韓 邪単チ不忘恩徳、郷

慕礼義、復修朝 賀之礼 、
(4)

待詔扱庭王摘為関氏。」

(中略)賜 単干

②寛寧元年、単干復入朝、礼賜如初 、(中

略)単 干 自言願婿漢 氏以 自親。元帝以後

宮 良家子王縞字昭君賜単干。単干歓喜、
(5)

上書願(中 略)休 天子人民。

③王昭君号寧胡關氏、生一男伊屠智牙師、

為右 日逐王。呼韓邪立二十八年、建始二

年死。(中 略)呼 韓邪死 、離陶莫皐立、

為復株 素若鞭単干。(中 略)復 株素単干

復妻王昭君、生二女、長女云為須 ト居次、
(6)

小女為当干居次。

④昭君字 嫡、南郡人也。初、元帝時、以 良

家子選入扱庭。時呼韓邪来朝、帝勅以宮

女五人賜之。昭君入宮数歳、不得見御、

積悲怨、乃請扱庭令求行。呼韓邪臨辞大

会、帝召五女以示之。昭君豊容観飾、光

明漢宮、顧景斐回、煉動左右。帝見大驚、

意欲留之、而難於失信、遂与旬奴。生二

子。及呼韓邪死、其前關氏子代立、欲妻

之、昭君上書求帰、成帝勅令従胡俗、遂
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の

復為後単干關氏焉。

①には、寛寧元年(B.C.33年)に 来 朝

した旬奴王 の呼韓邪に対 し、漢の元帝(第 八

代皇帝)が 、恩徳を忘れず 、礼義 を尽 くした

王に、後宮 に仕 える王橿(王 昭君)を 与え、

王の妻 とす る、とい うことが記されている。

ここには、ひたす ら漢朝 に恭順の姿勢を示

している呼韓邪単干の姿が見 られ る。

② には、呼韓邪みずか らが漢氏の女婿 とな

り親善を尽 くす ことを願 ったので、元帝が後

宮 に仕 える良家 出身の王昭君を呼韓邪 に与え

たということが記されている。

① と殆 ど同 じ内容であるが、呼韓邪が漢朝

との血縁を積極的ζ願 っていることがわかる。

③には、王昭君が呼韓邪の妻 とな って伊屠

智牙師 という男子を出住 した こと、夫の呼韓

邪が死去 した こと、後継 者には、すでに妻に

なっている大關氏の長男である離陶莫皐が選

ばれ復株素若鰻単干と名告 った こと、その新

単干が未亡人である王昭君 を妻と し、二人の

娘が生まれた ことなどが記されてい る。

大關氏は呼韓邪の腹心の部下であ った左伊

秩砦の姪であ り、姉 の纈渠関氏は、呼韓邪 の

第一夫人である。纈渠には二人の男子がいた

が、いずれも雛陶より年少であ り、姉の勧め

もあ って、妹の長男が新単干になったのであ

る。

④ は 『後漢書』 の記事で あ り、①～③ の

『漢書』の記事と異なっている点も見 られる。

先ず、呼韓邪が五人の宮女 を賜 った こと、

五 人の中に、みずか ら願い出た王昭君がいた

こと、彼女が二人の子を生んだ ことな どが、

おもな相違点であろう。

ところで、『漢書』 には見 られ なか った王

昭君 の美の形容が、r後 漢 書』 には 「豊容観

飾、光明漢宮」 と記され ていた。彼女の美 し

い存在を知 った元帝が、彼女を後宮 に留めて

おきたいと思 う記述 とあわせ て、正史に記さ

れた王昭君の美人説話の嗜矢であろうか。

美人説話の類は、『西京雑記』(漢代の劉畝?、

晋代の葛洪?)や 、『世説新語』(南 北朝 、劉

義慶)や 、『周秦行紀』(唐 代の章瑳)等 の説

話や伝奇に数多 く記されている。
(s>

「後宮第一善応対挙止閑雅」〈西京〉、「姿容
(9)

甚麗」〈世説〉、「柔肌 ・穏身、貌静態逸 、光
(10)

彩射遠近」〈周秦〉とい った美の形容が散見

され る。

そこには、王昭君の容姿の美 しさとともに

立 ち居 振 る舞 いの 上品 さが 描か れ てい る。

〈後宮第一〉と記されているところに、元帝

の無念さがうかがわれ るようである。

さて、このような王昭君の存在を、『源語』

の作者 は、 どのように捉えていたのであろう

か。物語は三例 ほ どの記述 を示 している。

①むか し胡の国にっかは しけむ女をおぼ し

や りて、 ましていかな りけむ、 この世に

わが思ひきこゆ る人な どをさや うに放ち

や りた らむ こと、など思ふもあ らむ事の

や うにゆ!し うて、霜ののちの夢 と諦 じ
(11)

た まふ 〈3-118～9ぺ 〉

② 長恨 歌 、王 昭君 な どや う なる絵 は、

お も しろ くあ はれ なれ ど、 事 の忌み あ る

は、 こた み は奉 ら じ、 と、 え りとS'め た

まふ 〈4-34～5ぺ 〉



③昔おぼゆる人形をもっ くり、絵にもか き

と りて、行ひはべ らむ となむ思うたまへ

な りにた る、と宣たまへば、あはれ なる

御ねがひに、(中 略)こ がね求む る絵師

もこそ、など、う しろめた くそはべるや

〈11-208～9ぺ 〉

①は 「須磨」 の巻 の記事で、京 の都か ら須

磨の地に落 ちていった光源氏(以 下 「源氏」

と略記)が 、家に残 して きた紫の上を偲んで

いる段である。

側近 の良清 には歌をうたわせ、惟光には横

笛 を吹 かせ なが ら、源氏 は琴 を弾 く。<琴

(きん)〉 とは中国伝来の楽器で、〈箏(そ

う)〉 とは異 な り、琴柱 が無 く、弦の数 も七

本である。

胡の国(中 国漢帝 国の北方の国)に 嫁 がさ

れた女人を思いや るよす がにもな った楽器の

記述である。琴 を奏でなが ら、源氏は、遠 く

胡の国に流れていった、元帝の宮女王昭君を

思い起 こす。

そ して、愛す る女人を遠い辺塞の地に離 し

て しま った元帝に、深い同情 を示す のであ っ

た。昭君への思いは、愛妻紫の上へ の思いで

あ り、元帝へ の思いは、そのまま自分への思

いである。

「ま していか なりけむ」 は、源氏と王昭君

の対比でもなく、 また源氏と元帝 との対比で

もな く、元帝 と源氏との対比である。

す なわち、元帝 と王昭君 の深い悲 しみ を思

いや るにつ けても、 自分 と紫 の上が、 このま

ま永遠 に離れて しまった なら、その悲 しみは

いかばか りであろうか、というのである。そ

う した不安が 「ゆSし うて」 なのに違 いない。
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① に続 く後 文に は、「念諦 な ど した まふ」

〈3-119ぺ 〉源 氏の姿 さえ描 かれ る。心の

支えを必死 に求め る源氏 なのである。

源氏はまた、「霜 ののちの夢」 と、『和漢朗

詠集』 の詩句を口ず さむ。それは、「王昭君」

と題 された大江朝綱の七言律詩の一句であっ

た。

翠黛紅願錦繍粧

辺風吹断秋心緒

胡角一声霜後夢

昭君若贈黄金賂

泣尋沙塞出家郷

朧水流添夜涙行

漢宮万里月前腸
(12)

定是終身奉帝王

源氏が 口ずさんだ一節は、胡人の吹 く角笛

の音が聞 こえると、霜夜の夢 も破 られ、遙か

万里の漢朝 の都が偲ばれてな らない、 といっ

た趣 きであ り、まさに、管弦 の遊 びの中で都

を思 う主人公の心境に重 なる。

ところで、 この詩の第七句には、「黄金賂」

とあ り、画工 〈毛延寿〉関係 の物語が うかが

える。毛延寿に関 した記述は、正史にはなか っ

た。『西京雑記』(漢 代 も しくは晋代)等 に記

され ている話である。

元帝後宮既多不得常見乃使画工図形按図

召幸之諸宮人皆賂画工(中 略)王 嫡 〈王

昭君のこと、筆者注〉不肯遂不得見後勾

奴入朝求美人(中 略)上 案図以昭君行

(中略)乃 窮案其事画工皆棄市(中 略)
(is)

画工有杜陵毛延寿

画工の毛延寿に、賂を贈 らなか った昭君は、

醜 く描かれ て しまい、旬奴王か らの求婚の折

に、元帝は、宮 女たちの肖像画のみ を資料に
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して、醜 く描かれた昭君を選んで しまったの

である。

実際 には、彼女が後宮第一 の美人であ った

ので、画工 の毛延寿たちは全員死刑 にされた

という。

前に紹介 した朝綱の 「王昭君」は、 この毛

延寿への く贈賂説話〉の悲劇をも詠 っていた。

さて、王昭君説話における贈賄のテーマは、

本国の詩人たちの関心事でもあ った。幾っか

の作品例 を次に示そう。

(14)

王昭君 李白

漢家秦地月 流影照明妃

(中略)

生乏 金"画 死留青塚使人1差

王昭君O白 居易

満面胡沙満髪風(中 略)

愁苦辛勤憔IF/(尽 ロム却'面"

王昭君仁)白 居易

漢使却廻葱寄語 董金何旦瞭蛾昼

(後略)

昭君怨

(前略)

(中略)

明妃曲

(前略)

於事寛何益

漢計誠已拙

明妃曲(→

白居易

見疎従道迷図画

不須一向恨丹青

Us)

欧陽永叔(北 宋)

難能殺画工

(中略)

女色難自誇

王介甫(北 宋)

(前略)

帰来郁怪丹青手

意態由来画不成

尚得君王不自持

入眼平生未會有

当時柾殺毛延寿

欧陽永叔や王介甫は、大江朝綱や紫式部 よ

り後 の人で あるか ら、『朗詠集』 や 『源語』

に引かれた毛延寿説話は、前述の 『西京雑記』

や、李 白、白居易の詩などによるものであ っ

た に違 いない。

王 昭君説話 に取 材 した漢詩 は、わが 国の
tis>

『文華秀麗集』(818年 ごろ)に も収め られ

ているが、それ ら五篇には、毛延寿関係 のこ

とが らは詠われていない。

五篇すべてが、長安の都を去 り胡 国に赴か

ざるを得 ない悲愁や、困難をきわめた旅 の様

相、胡国での佗 しい生活 と望郷 の思いなどを

詠 じている。

五言律詩五篇 の中で、〈胡〉、〈遠〉、〈塞〉、

〈愁〉といった文字が 目立 ち、次いで 〈長〉、

〈関〉、〈行〉、〈歳 〉、〈山〉、〈風〉の文字が 目

にっ く。

〈長〉や 〈歳〉 には、 〈長安〉や く年齢〉

の用例 も見 られるが、関山を越え、寒風 に吹

かれ なが ら、遠 く塞外の地 にあ る胡国に嫁い

で行 った、昭君の愁いに沈んだ歳月が、共通

の主題 になっていることに変わ りはない。

『文華 秀麗 集』 の王 昭君 楽府 は 、正史 や

『文選』(南 北朝)所 収の詩篇 をふ まえた も

のであるのかも知れ ない。

さて② の記事であるが、これ は主上の前で

行われ る物語や詩歌に取材 した絵画の 〈合わ

せ ゲーム〉の場面である。

弘徽殿 の女御(権 中納言の娘)を 後見す る



権中納言側 に対 して、斎宮の女御(六 条御息

所の娘)を 後見す る源氏側は、異国の詩に取

材 した 〈長恨歌絵〉や 〈王昭君絵〉を出品 し

ようとした。

しか しなが ら、縁起が悪いということで取

りやめる。両者 に描かれた詩や物語のテーマ

は、主人公たちの悲劇である。一人は、愛す

る皇帝の指示で殺され、もう一人は、愛す る

皇帝 によって蛮国に嫁がされ る。

ヒロインたちの生涯 は、た しか に興味深 く

情趣 もあるが、帝の前で催 され る絵画競べと

しては、 ヒロインた ちの運命の悲劇性 と皇帝

の関 りか らして、やは りふさわ しくない。源

氏側は、結局 これ らの絵 を出品 しなか った。

ところで、王昭君の生涯 にっ いて、次のよ

うな稗史が伝 え られ ている。

昭君有子 日世違。単丁死、世違継立。凡

為胡者、父死妻母。昭君問世違 日、

汝為漢也、為故也。世違 日、欲為胡耳。
くユの

昭君 乃呑薬 自殺。<『 琴操』(後 漢代、

票 琶)〉

旬奴王呼韓邪単干の妻と して胡地に赴いた

後の物語である。昭君は夫に死なれ、わが子

世違の妻になるという胡地 の風習 を忌み、 自

ら命を断 った。

この話は、『漢書』 などの正史に記される、

先妻の子 との再婚ということが らと違 ってい

る。昭君の悲劇性 を更に強調 したのが、『琴

操』の伝え る物語である。 父と子の二人 に

嫁 した ということが らは、石季倫(三 国時代
(is)

～晋代)の 「王 明君詞」にも詠われている。
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父子見陵辱 対之暫且驚 殺身良不易

黙黙以筍生(中 略)伝 語後世人

遠嫁難為情

石季倫は、『漢書』 が完成 した後漢時代 以

後 の人で ある。 とす るな らば、 ここに詠 う

「父子」 は、『漢書』 に記 され る 〈呼韓邪〉

と 〈復株素若鞍〉の親子であり、子の方は昭

君の実子で ない。昭君の子は 〈伊屠智牙師〉

である。

『琴操』で 自殺 した のも、実子 との婚姻 を

忌避 したためであ り、「王 明君詞」で、葱 じ

なが らもこらえ生 きたのは、先妻の子 との婚

姻だ ったか らである。

最終句 の 「遠嫁難為情」が、胡地 における

王昭君のテーマであ り、作品の主題で もあっ

た。

さて、次 に③の記事を見てみよう。 これは、

「こがね求む る絵師」とあるように、① の記

事 にっいて検討 した毛延寿説話をふ まえた記

述である。

こう してみ ると、『源語』の作者が受容 し

た王昭君物語のテーマは、悪徳絵師の欲望ゆ

えに、都を遠 く離れた蛮国で、生涯 を全 うせ

ざるを得なか った王昭君の悲劇にあ ったといっ

てよい。

王昭君の存在を確認 した元帝の寵愛 も時す

でに遅 く、二人は漢土 と胡地 に離別す る。 こ

の離別 の悲哀は、『源語』における、源氏 と

紫 の上の別離に重 なる。ただ、『源語』の場

合、都を去 ったのは男性である源氏の方であ

る。

王昭君 も源氏も、主人公 という点では共通
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している。離別 の悲 しみ とともに、望郷(都

や、都に住む愛す る人 を偲ぶ)と い うテーマ

もまた共通 している。

更に、毛延寿に相当す る悪役は、弘徽殿大

后側 の権力であるともいえよう。①の記事に

おける 「ゆSし うて」 には、敵対す る権力の

影を意識 しての不安に違いない。

ともあれ 、『源語』 の構想 の一つ に、中国

の史実 をふまえた説話や詩篇 を通 しての影が

くっきりと見え ることは明らかである。

①の記事が、歌や物語 の季節 と しては珍 し

い 〈冬〉を背景に しているという手法 も、王

昭君の物語を思いや るとき、充分に納得で き

る。

す なわ ち、胡地における冬の厳 しさを思い

や ってのものであろう。①の記事の前部に、

冬になりて雪ふ りあれた る頃、空のけ し

きもことにす ごくながめたまひて、琴 を

弾 きすさびた まひて、(中 略)涙 をのこ

ひあへ り 〈3-118ぺ 〉

とある。

李白の詩 における 「雪作花」の世界 なので

ある。都落 ちの春の季節 といい、琵琶や胡角

や琴や横笛 による、楽 の音 の哀切 きわまりな

い趣きといい、王昭君物語と 『源語』須磨の

巻の関 りは密である。

『源語』 の作老は、主人公 におけ る漂泊 ・

籠居の物語に、本朝の く貴種流離讃(在 原業

平や菅原道真に代表され るエピソー ド)〉 や、

唐土における、美人辺塞説話 とでもいうべ き

構想を取 り入れたのであろう。

〔II〕 楊 貴 妃

楊貴妃 の履歴を、『十八史略』 にたずね て

み よ う。

① 四載、以楊大真為貴妃。故蜀州司戸玄王炎

女也。為上子寿王妃十年　。上見其美、

令 自以其意乞為女官、且為寿王別嬰、而
(19?

後納之。遂専寵。〈巻五唐玄宗〉

②六載、以禄山兼御 史大夫。禄 山請為楊貴

妃児。(中 略)禄 山入朝。楊釧兄弟姉妹、

皆往戯水迎之。釧貴妃之従祖 兄也。得出

入禁中。(中 略)賜 釧名 国忠。〈巻五唐玄
(20)

宗〉

③十載、(中略)上 日遣諸楊与之遊。(中 略)

禄山入禁 中、先拝貴妃。上間其故。 日、

故人先母而後父。(中 略)貴 妃以錦 繍為

大融裸、使宮人以練輿昇之。(中 略)左

右以貴妃洗禄児対。上賜妃浴児金銀銭、

(中略)自 是 出入宮扱 、通宵不 出、頗有
く　エ　

醜声聞干外。上亦不疑。〈巻五唐玄宗〉

④十五載、(中 略)賊 遂入関。 上出奔、次

干馬鬼。将士飢疲、皆憤怒、殺楊国忠等、

及 逼上 総殺 貴 妃 、然後 発 。〈巻 五唐 玄
(22)

宗〉

楊貴妃は蜀州(四 川省)の 出身で楊玄瑛 の

娘である。

① には、天宝四載(745年)の 出来事が記

され ている。 この年 、玄宗皇帝(685～762

年)の 寵をうけ、太真宮にいた楊太真が、女

官の最高位(皇 后 の次の位)で ある 〈貴妃〉

の称号を賜 った。楊貴妃、二十七歳 の七月で

ある。

彼女が初めて玄宗 に召されたのは、五年前

の寒い季節であ った。その時玄宗は、冬 の離

宮で名高い騙 山の温泉宮(華 清宮)に 滞在 し
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あ った楊玉環は、主宰者の命 に逆 らうことが

出来ず 、華清宮で浴を賜 った。 白居易の 「長

恨歌」によれば、
(23)

春寒賜浴華清池(中 略)始 是新承恩沢時

である。

玉環が寿王の後宮に入 ったのは、開元二十
(?A)

二年(734年)で あろうか ら、更 に六年前 に

遡 り、彼女は十六歳とい うことになる。成人

して間もな くの頃であ ったろう。

①の記事には、「寿王妃十年」 とあるので、

寿王妃になった年 は開元二十三年 なのか も知

れ ない。

初めて寵をうけた後、玉環 は女道士 として

太真宮に入 り、楊太真 と号 した。か くして五

年 、貴妃と して玄宗最愛 の寵妃となった。

ところで、楊貴妃は、玄宗の前妃で寿王 の

母であった 〈武恵妃〉の形代 としての存在で

もある。す なわ ち、三年 前の 開元二十五年

(737年)に 最愛の武恵妃に死 なれた玄宗 は、

彼女に代わ るべき妃を求めていたのである。

「長恨歌」 の 「多年 求不得」 は、 この辺の

経緯 も含んで いるに違いない。

そ うした眼鏡 にか なったのが、当時の楊玉

環だ ったのである。 も しか した ら、玉環は、

武恵妃に似た感 じの女性で あったのか も知れ

ない。

唐代の伝奇 『長恨伝』(r長 恨歌伝』 ともい
(25)

う。806年 、陳鴻)に は、「如漢武帝李夫人」

(漢 の武帝妃であった李夫人のようである)

と記 している。

四人の人物関係 を示す と次のようになる。
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(a)武 恵妃

ト ー 一 ¢)寿瑚
(b)玄 宗皇帝

ー

(a')楊 貴 己女

(b)の 立 場 か らす る と、 愛 妃(a)の 形

代 と して の寵 妃(a')で あ り、(c)の 立 場か

らす る と、母 親(a)に 似 通 う妃(a')と い

う図式 で あ る。

この図式は、『源語』における、次の人物

関係に重 なっているといえないであろうか。

(A)桐 壺更衣

(B)桐 壷帝

(A')藤 壷

(C)源 氏

宮

愛妃(A)の 死後 、(B)は(A)に 似 て

いる(A')を 新た な妃に迎えた。(C)は 亡

き母に似 ていると噂 され る(A')を 慕 う。

両者の人物設定の違いが一っだけある。唐

土の史実は、父帝が子の妃を奪い、本朝の物

語は、子が父の妃 と密通す る。

ここにも又、中国故事の 『源語』への影響

がは っきりと見てとれ る。と同時 に、紫式部

におけ る 〈歴史離れ〉(故 事離れ)の 意志 も

読みとれ るのである。

②には、安禄山(?～757年)を め ぐるこ

とが らと、楊貴妃 のマ タイ トコであ る楊 釧

(楊国忠,756年 死去)の 出世のさまが記 さ

れ ている。
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天宝六載(747年)、 入朝 し玄宗に恭順を誓 っ

た安禄山が、名 目上、楊貴妃の子供になった。

これは、後に引 き起 こす長安攻略への布石で

もあった。

四年後のことが らを叙 した③には、② に繋

が る内容、す なわ ち安禄山と楊氏一族との交

遊や、貴妃の子供 と して戯れ ている禄山の奇

行が記されている。禰裸 を して貰 った り、産

湯 と称 して身体 を洗 って貰 ってい る 「体肥
(26)

大」の禄山の姿は、 どうみてもグロテスク以

外 の何物でもない。

それ に しても、され る者のみでな く、す る

者 の姿 も奇異 といわ ざるを得 ない。

か くして、禄山は、貴妃の住む後宮にも自

由に出入 りす るようになり、二人の醜聞も流

れた。 しか し、母子(?)二 人の奇行は、父

(?)を して疑わ しめなか ったのである。

④には、いわゆる安禄 山の乱 と、それ に続

く、貴妃の維殺に到 る経緯が記 されている。

乱の起 こりは前年(755年)の 冬で 、貴妃が

死んだのは翌年の天宝十五載(756年)で あ

る。時 に楊貴妃三十八歳の夏であ った。

この楊貴妃の波乱に満 ちた生涯 は、美人悲

劇(佳 人薄命)の 物語と して、わが国にも感

動的に受け容れ られた。

殊に 『源語』の作者は、中国の史書や詩文

にも造詣が深 く、己が大作の基本構想に、玄

宗皇帝 と楊貴妃の 〈ラブロマ ンス〉を詠 じた

白居易 の 「長恨歌」の主題を鎮めた。

その詳細 にっいては、他の機会 に述べ るこ

とにす るが、あ らかた触れ るだけで も、『源

語』 の開巻 「桐 壷」 の巻は、「長恨歌」の変

奏 曲といってよい し、『源語』全体を通 して

も、お もな ヒロインた ちの物 語は、殆 どが

〈長き恨み の物語〉であるといえる。

ここでは、「桐壺」 の巻 を除いて語 られ た

〈長 き恨み〉の主題を辿 ってみ ることにする。

「長恨歌」 の詩句を引いた り、ふ まえた り

した表現は、「桐壺」 の巻以外 にも、十前後

の巻hに 見 られ る。それ らを次に示そう。

① お ひ さき こ もれ る、 窓 の うち な るほ どは

〈帝 木 、1-170ぺ 〉
(27)

養在深閨人未識

②長生殿 のふ るきため しはゆSし くて、は

ね をかはさむ とはひきかへて 〈夕顔、1

×11ぺ〉

七月七 日長生殿(中 略)在 天願作比

翼鳥

③ふるき枕ふ るき袋 、誰 と共にか とある所

に、

なきた まぞいとど悲 しき寝 し床のあ

くがれがたき心 ならひに

また、霜の華 白 しとある所に、

君 な くて塵っもりぬるとこなつの露

うち払ひいく夜寝ぬ らむ 〈葵、2-462

ぺ〉
(28)

窮翠一ISc寒誰与共(中 略)魂 魂不會来入夢
(zs)

鴛鴛瓦冷霜華重

④深き窓 のうちに何 ばか りの ことにっけて

か、か く深き心あ りけ りとだに知 らせた

てまっるべき 〈若菜上、7-256>

養在深閨人未識

⑤親 の窓の内 なが ら過 ぐした まへ るや うな
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る、心やすきことはなし 〈若菜下、7-

380ぺ 〉

養在深閨人未識

⑥柏 木と楓 との、(中 略)枝 さ しかは した

るを、いかなる契 りにか、(中 略)

ことならば ならしの枝にならさなむ

葉守の神 のゆる しあ りきと 〈柏木、

8-151～2ぺ 〉

在地願為連理枝

⑪ 世を海中にも、魂のありか尋ねには、心

のかぎ り進みぬべきを 〈宿木、11-213

ぺ〉

能以精誠致魂塊(中 略)遂 教方

士股勤覚(中 略)昇 天入地求之遍

⑫蓬莱 までたつね て、かんざ しのかぎりを

ったへて見た まひけむ帝は、 なほいぶせ

か りけむ 〈宿木、11-301ぺ 〉

唯将旧物表深情、釦合金銀寄将去

⑦月 さし出でて曇なき空 に、羽 うち交す雁

がねも、列を離れぬ 〈横笛、..ぺ 〉

在天願作比翼鳥

⑧池のはちすのさか りなるを見たまふに、

いかに多か る、などまつおぼ し出で らる

(中略)蛍 のいと多う飛びかふ も、夕殿

に蛍飛んで、と、例の、ふ るごともかX

る筋 にのみ口なれたまへ り 〈幻、9-164

ぺ〉

太液芙蓉未央柳(中 略)

夕殿蛍飛思情然

⑨ 七月七 日も例 にかは りた ること多 く、

(中略)一 所起 きた まひて 〈幻、9-166

ぺ〉

七月七 日長生殿

孤灯挑尽未成眠

⑩大空をかよふまぼろし夢にだに見えこぬ

魂の行方たつねよ く幻、9-170ぺ 〉

臨叩道士鴻都客 能以精誠致魂魂

為感君王展転思 遂教方士股勤覚

これ ら十二例 のうち、明らか に 〈長恨〉を

テーマに しているものは、③、⑧、⑨、⑩の

四例で、源氏によって偲ばれている女人は、

正妻葵の上 と愛妻紫の上であ る。

次 に、故人を通 して、その関係者を慕 って

い る例は、⑥、⑦、⑪ 、⑫ に見 られ る。⑥ と

⑦は、柏木を通 して、その夫人である落葉 の

宮 を、⑪ と⑫ は、人君を通 して、その異母妹

である浮舟を思 っている。

しか し、これ らの例 も、故人へ の 〈長恨〉

が なしたわざであろう。夕霧 は、柏木に対す

る落葉 の宮の 〈恨み〉を、薫 は、大君 に対す

る自身の く恨み〉を凝視 している。

また次に、深窓に育 った娘時代の楊玉環 に

なぞ らえているものに、① 、④、⑤があり、

①は一般論、④ は女三の宮の生活 、⑤は紫の

上の生活 に言及 している。

最後に②であるが、 ヒロインの夕顔 の君は、

まだ亡 くなっていないが、この文章に続 く次

の段で頓死する。 したが って、②の文章 も、

夕顔頓死の伏線 に相当す る記述であり、テー

マ と しては、まさに 〈長 き恨み〉で あろう。

こう してみ ると、「長恨歌」 の詩句 を引用
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した り、それをふ まえた表現は、源氏と夕顔

の君、源氏 と葵の上、源氏と紫 の上、柏木と

女三 の宮、夕霧 と落葉の宮、薫 と浮舟(大 君

の形代)の 物語であることが確認できる。

そ して、 これ らの人物に、藤壺の宮 と匂の

宮を付 け加えれば、『源語』の主人公格 の人

物 は全員揃 った ことになる。

源氏 と藤 壺の宮、匂 宮 と浮舟 の物語が 、

「長恨歌」 と直結 しないの は、両者 とも密通

の愛であ り、夫婦愛(も しくは、それ に準ず

る愛)で はないか らであろう。

前 に触れた柏木 と女三の宮 の物語 も、「長

恨歌」 における 〈長恨〉のテーマには到 って

いなか った。女三の宮 の存在が、〈深窓〉 の

女性、〈深閨〉 の人であ るとい う状況 の描写

で しかなか ったのであ る。 これ というのも、

二人のかかわ りは密通だ ったか らであろうか。

また、夕霧 と落葉の宮の物語 も、背景には

柏木 と落葉 の宮の夫婦の物語が構成 され てい

る。〈連理 の枝〉 も 〈比翼 の鳥〉 も、柏木 ・

落葉 の宮夫妻の生前の姿であ り、そう したあ

りようを、自己に重ね見ようと したのが、夕

霧の願望だ ったのである。

ゆえに、『源 語』 における 〈長恨〉の物 語

は、夫婦愛、も しくはそれに準ず る恋人 同士

の相聞讃 という主題性を有 したものであ った。

「長恨歌」 において、玄宗皇帝 と楊貴妃が永

遠の愛 を誓 うのも、皇帝 と后妃 という、一一対

の男女の物語だか らである。

以上、〈王昭君〉 と 〈楊貴妃〉 とい う中国

古代の佳人の故事 をふまえた 『源氏物語』の

構想や主題 の一端 を垣間見て きたが、〈戚夫

人〉や 〈李夫人〉 同様 、二人の美人も、皇帝

とのかかわ りにある后妃 ・宮女であ り、いず

れ も 〈佳人薄命〉 の生涯を生 きた女人たちで

ある。

これ らの基本的条件 を、一条天皇の中宮彰

子の女房 として宮仕え していた状況下の紫式

部が、帝や貴公子 と后妃や姫君たちの物語 と

して形象化 した。

しか し、それはあくまでも紫式部流にであっ

て、主人公たちの運命 に、唐土の佳人た ちの

生涯 を重ね合わせた ことが、そのまま、物語

全体の主題を 〈佳人薄命〉 とす ることにはな

らない。

〈王昭君〉は主 として貴種流=:_・..とい う構

想 の面で、 また 〈楊貴妃〉は主と して長恨 と

いう主題 の面で、『源氏物語』 における主人

公 の運命や、主人公が愛惜 した人たちの生涯

に投影 されたのであ った。
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『白氏文集』三(新 釈漢文大系、明治書院)
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による(下 線部筆者)

(15)欧 陽永叔 と王介甫 の詩は、『古文真宝』〈前

集〉下(新 釈漢文大系、明治書院)に よる

(16)日 本古典文学 大系(岩 波書店)

(17)注(9)の 劉注参照

(18)『 文選』〈詩篇〉下(新 釈漢文大系、 明治書

院)

(19)『 十八 史略』下 「巻五唐」(新 釈漢文大系、

明治書院)

(20)同 上

(21)同 上

(22)同 上

(23)『 白居易』下(中 国詩人選集 、岩波書店)

(24)『 中国四千年の女たち』(飯 塚朗、時事通信

社)

(25)『 唐代伝奇』 「長恨伝」(新 釈漢文大系、明

治書院)

(26)注(19)に 同 じ

(27)「 閨」 を 「窓」 とす る 『白氏文集』 七十 巻

本が存在 した という(『 源 氏物語講座 』第 八

巻、「源 氏物語の源泉III漢 文学」、丸山キヨ

子、有精堂)、 なお 「長恨歌の引用は、注(23)

の本文による

(28)同 上

(29)同 上
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r源 氏物語』 におけ る巾国の美人たち(摘 要)

西 田 禎 元

『源 氏物語』の作者と して名高い紫式部は、中国の史書や詩文に造詣の深い女性であった。長

篇 『源氏物語』 には、『史記』や 『白氏文集』か ら引 いた文句や、それ らをふ まえた表現が、

ここか しこに見 られる。

そう した中で、女性である作者は、中国史上(漢 代か ら唐代)の ヒロインた ちに、特に興味

関心 を示 しているようである。その ヒロインたちは、漢代の戚夫 人、李夫人、王昭君、それに

唐代 の楊貴妃 などであ った。

作者は、皇帝 とのかかわ りにあ った后妃や宮女における運命の悲劇を、物語の構想や主題に

か らませ ている。

王昭君と楊貴妃は、中国四大美人の中の二人であるが、彼女たちの波乱にみ ちた悲劇 の人生

を、紫式部は 〈貴種流離讃〉の構想 と 〈長恨〉の主題 に応用 した。

『源 氏物語』 と中国古典文芸 とのかかわ りは深い。


